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ある分配的公正とは区別される(Thibaut & Walker, 1975; Leventhal, 1980; Lind & Tyler, 
1988)。手続き的公正さがあれば，たとえ望まない結果であっても人々は結果を受け入
れやすく(e.g., Thibaut & Walker, 1978; Lind & Tyler, 1988)，利己的損失がある結果の場
合でも不満が抑制される(藤井・竹村・吉川，2002)。本研究では原子力関連施策の受容
に対して手続き的公正が果たす役割を精緻化見込みモデル(elaboration likelihood model; 
Petty & Cacioppo, 1986)の観点から検討することと，原子力関連施策に関する手続き的
公正感を高める要因について検討することを目的とする。  
 

























 第 2 章(研究 1)では，精緻化見込みモデルに基づいて，手続き的公正が原子力関連施
策の受容に及ぼす効果を場面想定法により実験的に検討することを目的とし，シナリ
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